
大学体育研究
第 37号

自次

研究資料

幸良

選択科目の体育尖技授業を履修する大学生の社会人基礎力の特徴について

石道Mfr. ~I~. 西脇羽t人，判

tと
1=1 

第34関東アジア研究型大学協会理事会における柔道演武報告

桐生WI作，小林{憂希. JII戸j勇也 渡部真未...・ H ・-…………………………………...・ H ・..… 11

Tsukuba Summer Institute for Physical Education and Sport 2014における柔道実智報告

桐生1MI作. ;:Ij"村さやか. JII戸溺也武井嘉悲，山本小百合，松元 鰯，三木ひろみ…… 19

国立大学における教義科目としての体育の現状ー履修方法および担当教員に着目してー

図子美手11. 中川 11日 ......……..…・・…・・・…...，・………一……'"…...・ H ・.....……・…・・….......27 

教義体育インターンシップの試行

小林JJ券法.':1:11l1浩一，松元 I~JU，村本和世 間江美恵子…・・…・'"・ H ・...・ H ・...・H ・....…・….37 
タイ・ラオスでのテニスを通した国際交流

Illl日幸雄 …・・・・・・………・・・…・…..…......…・一一・ぃ…...…・・・・・……・・…………………………...45 

第451ITJ世界体操競技選手権大会に参加して
金谷麻理子 -…-……・…・...................................................................._.・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 

The 151 SWU Tennis Relationship 2014に参加して

三構大iliili ……………………...・ H ・.....・ H ・..………………………...・ H ・..……………………… 55

体育センターによる平成 26年度筑波大学重点公開講座の計画に当って

嵯峨寿，秋III 央，福田祭，奈良隆章，柄、京農，本rm三和子...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..59 

スポーツ科学の成果を指導・練習に活かそう! (トップアスリートによる佐賀県柔道教室)

増地克之 …・…………....・ H ・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62 
最新スポーツ科学を剣道に活かそう! r:1:1学生・高校生のための剣道教室

鍋I.LJI径弘 …………...・H ・..……………...・ H ・..……………………...・ H ・..…...・ H ・.~ . t……. 64 

筑波大学移動キャンパス{出前公開講座j

本部j三和子 …・・・・・……'"・ H ・・・………・盆……・・・・・……・・・・…・…....・ H ・-……・………・……..66 
スポーツ科学の成果を指導・練習に活かそう! 岩手県大船渡市・一関市での柔道教室

桐生官作.fill地克之...・ H ・..……...・ H ・..………………...・ H ・..……………...・ H ・-・……… 68
スポーツ科学の成果を指導・練習に活かそう!

宮城県山元町での中学生との交流野球教室
奈良i監章 …………..............................................，................................・・・・・・・・ 70 

スポーツ科学をバスケットポールのスキルアップに活かそう

岩手県大船渡市でのパスケットボール教室

大高敏弘 …・…・…・…-……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・ 72 
体脊.センターによる平成 26年度重点公開講践の振り返りと総括

嵯.峨 寿， 本間三和子 ..，.・ H ・..・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・ 74 

響評

f新版行動科学からみた健康と病気j

窪田反政，初見奈緒子. 111 EEI幸雄…...・H ・H ・H ・..………...・H ・-・………...・H ・..…・ H ・H ・..…… 75

資料
体力・述動能力調査報告(平成 26!rf:.度) ...................................................................‘ 77 

筑波大学体育センタ}

平成 27年 3月



まえがき

昨年に引き続き「高度大学体育スポーツ指導者養成共同学位プログラムシンポジウムj

が 2月に開催されました。体育センターにとって新たな事業となる大学段i専士後期課程で

は，学生の選考や担当教員も決まり. 4月から稼働する準備が整いました。徐々に機運が

高まってきております。

ここに「大学体育研究 37号」をお届けします。

本誌が大学体育にi認する研究誌の中核になることをめざして，外部にも公開して以降，

今 18]も継続して論文を掲載することができました。さらに質量ともに充実させていかなけ

ればなりませんが， まずはいろいろな方面から投稿いただいた研究者皆様のご理解とご協

力に感謝いたします。

1=1二!央体育館は，新装されて一気に賑わいを取り戻しました。いち早く男子バスケットボー

ル部が62年ぶりのインカレ優勝を果たし嬉しいニュースを提供してくれました。しかし

11ftートレーニングルームだけは，器具の配置が大幅に遅れておりました。それも j斬く大型

機器の搬入もきまり，全体の体制を整えることができました。これを機に，入退室にrUJす

る管理は従来のような自由な方式からゲート化へと改善されることになりました。あとは，

個人カードへの笠録作業を残すだけとなっています。

さらに， トレーニング室の管理と学生へのトレーニング指導を担う教員も，配置が決ま

り一層の充実が期待できます。

今後も体育センターの活動にご理解とご協力を賜りますようお房長し、申し上げます。

平成 27年3月

体育センター長

小俣幸嗣



「大学体育研究」投稿規定

;YJ&: 25年 7)]3U改訂

l. r大学体育研究J(以下本誌という)には，国内外の大学.銀河!大学.高等専門学

校の高等教育機関において，大学体育の教育あるいは教育宇mWJに従事している者

が論文を投稿できる。

2. r大学体育fiJI:jej編集委員会(}j， -I~- ~{ili it委員会という)は.高等教育機関の教員等.

あるいは高等教育機関以外に勤務している研究者に論文を依頼することができる 0

3. 祭im若者として投稿できる論文は 1人 1編とする。

4. 本誌に掲載する内容は大学の体育にかかわる研究の総説• JJi(若論文，実践研究，

研究資料，書評，内外の研究動JLTj. 報告などとする。

5. 編集委員会は，本誌への総説.原著論文.実践研究，研究資料の投稿論文に対し

て審査を実施する。掲載の iiJ否，原稿の提出期限および発行1I寺山は編集委員会に

おいて決定する。

6. 本誌の発行は}京員Ijとして年 1回とする。

7. 手IJ文の原稿は A4:j:IHVEI宣横書きとし 1ページ当たり，約 1，000字とする(欧文綴

りおよび、数値は半角とする)。

8. 英文の原稿は A4判縦i宣横書きとし半角の文字を使用しダブルスペースで作成す

る。

9. 原稿は JJ矢口iJとして l 編につき，図表・抄録等を含めて~Tllj り上がり 8 ページ程度と

する(和文の場合これは 12，000文字程度で、ある)。

10. I~I 去は.原則!として刷り上がり 2 ページ以内とする(図表の大きさにもよるが.6~

8mの1;zJ去をいれることが可能である)。

1 l.挿 I~I原稿はそのまま印刷できるようなものとする。写真は白黒の鮮明な画面のも

のとする 0

12. 函や表は，それぞれに必ず通し番号とタイトルをつけ.本文とはlJIJに一括する。

i玄!表等の挿入I¥iII所は本文1:1:1に朱色でその場所を指示する。

13. 本文中での文It武の記載は.著者・出版年方式とする。文献リストは本文のあとに

著者名の ABC舶に一括し雑誌の場合には.著者，題日，雑誌名，巻号.ページ，

凶号のJIInに，単行本の場合には，著者.書名，ページ，発行所，西暦年号の!IIl'lに，

ホームページからの引用などは著者. URL. アクセス年月 Elの)11互に記載する。

14. 総説論文，実践研究，研究資料には抄録を添える。和文の原稿には，欧文

による題目，著者名(ローマ字).所属機関.抄録 (200語程度)およびキーワー

ド(3話)を添付する。なお，同時に欧文抄録の手Il訳文を添付する。欧文の原稿には，

手1I文によるfm!~I. 著者名，所属機関，抄録 (1 ，200 字以内)およびキーワード(3詰)

を添える。

15. 原稿を投稿するときは，正 1部およびそのコピー 2部提出する。

16. 最終}JJlfr!:iは原稿とともに CD時 R(保存方法は別途指定)を提出する。

17. 拘載される論文の若者校正は 1回とする。著者校正のi役印刷j上の誤り以外の字

匂の修正や最終原稿にない字句の挿入およびi豆i去の修正は認められない。

18. 論文の日IJh1JlJを希望する投稿者は，著者校正の僚に必要部数を編集委員会に連絡す

る。ただしこの場合経費は投稿者の負担とする。

19. 本誌に掲載された論文の著作権は. r大学体育{引先」編集委員会に帰属する。

20. 本誌に掲載された論文は，つくばリポジトリにおいて公開されるものとする。



Submissions Rules of the 
“J ournal of SP9rt and_ Phy?!cal Education Center 

University of Tsukuba" 

1. Educators or teaching assistants in physical education who engaged in domestic or overseas 

universities， junior colleges and higher professional schools may submit a paper to“Journal of Sport 

and Physical Education Center University of Tsukuba" (hereinafter referred to as the “Journal") 

2. The editorial committee of the “Journal of Sport and Physical Education Center University of 

Tsukuba" (hereinafter referred to as the "Editorial Committee") may commission teachers in higher 

education or researchers in non-higher education to write a pape工

3. The number of papers to submit as a lead author shall be one paper for each person. 

4. Contents in the Journal shall be Review， Original investigations， Practical investigations， Research 

Materials， Book Reviews， Current 1i-ends and Reports relate to physical education and sports at 

UI1lVersltv. 

5. The Editorial Committee shall conduct evaluation of submitted papers of Review， Original 

investigations， Practical investigations， and Research問aterials.The Editorial Committee shall decide 

on the acceptability of the submitted manuscripts， a dead line to submit a manuscript and the date of 

publication. 

6. As a general rule， the Journal shall be published annually. 

7. In case of manuscripts in Japanese， approximately 1，000 characters a page (an alphanumeric is counted 

as a half-size character) shall be typed horizontally on portrait A4 pape工

8. 1n case of manuscripts in a Western language， half-size characters shall be typed horizontally with 

double spacing on portrait A4 pape工

9. As a general rule， a manuscript shall be 8 pages or less in print including figures， an abstract (this 

means approximately 12，000 characters in case of Japanese). 

10. As a general rule， figures shall be 2 pages or less in print. Depends on the size of figures， 6 to 8 

figures can be inserted. 

11. Figures in the manuscript shall be provided in the size equal to its size upon completion of printing. 

Photo shall be clear black and white pictures. 

12. All figures and tables shall be numbered serially and titled， and be lumped together separately from 

the body text. Places in the body text where figures are inserted shall be marked in bright red. 

13. References shall be listed on the name-anιdate system basis. A reference list shall be written down 

in alphabetical order of the author's name in a lump after the body text. Each reference shall include 

the name of the author， followed by the subject， the name of the journal， the volume number， the page 

number and the year in Western calendar in that order in case of a journal; the author's name， followed 

by the book title， the page number， the publishing 0百iceand the year in Western calendar in that order 

in case of an independent book; and the author's name， followed by URL and the date of the access in 

that order in case of a citation from a website. 

14. An abstract shall be included in Review， Originalinvestigations， Practical investigations， or Research 

Material. Manu-scripts in Japanese shall include the author's name in Roman letters， the belonging 

organization， the abstract (approx. 200 words) and three key words. Also， a manuscript in a Western 

language shall be attached. Manuscripts in a Western language shall include the subject， the author's 

name， the belonging organization， the abstract (1，200 letters or less) and three key words in Japanese. 

15. To submit a manuscript， one original document and two duplicates shall be submitted. 

16. The final draft shall be submitted together with a CD-R to which saving method is specified 

separately. 

17. The number of author's correction is limited to one time. For author's correction， it is not allowed to 

emend terms other than typographical errors， to insert terms not on the final manuscript or to modify 
figures. 

18. Contributor wishes to receive separate prints shall inform a member of Editorial Committee of the 

number of printing required at the time of author's correction， provided that the cost is borne by the 

contributor. 

19. All copyrights of the articles published in the journal belong to Editorial Committee. 

20. The articles published in the journal shall be published in Tsukuba repository. 
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